
告

示 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号 

 
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
四
号
）
第
五
条
の
規

定
に
よ
る
次
の
職
員
団
体
の
登
録
の
取
消
し
に
係
る
通
知
は
、
こ
れ
を
受
け
る
べ
き
者
の
所
在
が

知
れ
な
い
の
で
、
職
員
団
体
の
登
録
の
取
消
し
の
聴
聞
の
手
続
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委

員
会
規
則
一
二
―
一
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。 

 

な
お
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
十
四
日
を
経
過
し
た
時
に
、
当
該
通
知
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。 

令
和
六
年
三
月
一
日 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

池 

本 

誠 

司 

一 

当
該
通
知
を
受
け
る
べ
き
者 

イ 

職
員
団
体
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
独
立
高
等
学
校
教
職
員
組
合 

ロ 

代
表
者
の
職
名
及
び
氏
名 

 
 

 
 

執
行
委
員
長 

田
島 

高
行 

 

ハ 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
四
丁
目
四
番
一
号 

二 

通
知
の
内
容 

 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十

一
号
）
第
五
十
三
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
規
約
に
記
載
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
三
十
日
以
降
、
同
条
第
九
項
及
び
職
員
団
体
の
登
録
に

関
す
る
条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
規
約
等
の
変
更
の
届
出
が
な
い
ま
ま
、
登
録
さ
れ
て
い
る

規
約
上
の
所
在
地
に
事
務
所
が
な
く
不
明
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
地
方
公
務
員
法
第
五
十
三
条

第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
団
体
の
登
録
を
取
り
消
す
。 

 

こ
の
処
分
は
、
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ

と
が
で
き
る
期
間
を
経
過
し
た
時
又
は
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
の
提
起
が
あ
っ
た
と
き
は

当
該
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属
し
な
く
な
っ
た
時
に
、
そ
の
効
力
を
生
じ
る
。 

教
示 

 

 

こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
六
か
月
以
内
に
、
埼
玉
県
を
被
告
と
し
て
提
起
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
当
該

訴
訟
に
お
い
て
埼
玉
県
を
代
表
す
る
者
は
、
埼
玉
県
人
事
委
員
会
で
す
。 

 

た
だ
し 

、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提



起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 


